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親愛なる兄弟姉妹の皆さん 
　「ただで受けたのだから、ただで与えなさい」（マ
タイ10・8）。これは、イエスが、福音をのべ伝える
ために使徒たちを派遣する際に、無償の愛のわざを
通してみ国を広めるよう述べたことばです。 
　第27回「世界病者の日」がインドのコルカタで2019
年2月11日に厳かに祝われるにあたり、病
者をはじめとするすべての子らの母である
教会は、よいサマリア人のように無償で与
えることが福音宣教のもっとも確かな方法
であることを、わたしたちに思い起こさせ
ます。病者に対するケアには、専門的な技
能と愛情、さらには優しく触れる行為のよ
うな、「愛されている」と相手に感じさせ
る無償で直接的で飾らない行いが求められ
ます。 
　いのちは神から与えられた「恩恵」（たまもの）
です。「いったいあなたの持っているもので、いただ
かなかったものがあるでしょうか」（一コリント4・
7）と聖パウロが指摘しているとおりです。神から与
えられた恩恵であるからこそ、単なる所有物や私有
財産とみなすことはできません。医学とバイオテクノ
ロジーの進歩により、「いのちの木」（創世記3・24
参照）の操作への誘惑に人々がさらされている状況
においてはなおさらです。 
　その「恩恵を互いにささげ合うこと」（たまもの）
は、新たなきずなと多種多様な協力関係を諸民族、
諸文化の間に結ぶために、利己主義や現代社会の分
断化に挑戦することを可能にする枠組みとして位置
づけられるべきであることを、わたしは、使い捨て
と無関心の文化に直面する中で強調したいと思いま
す。対話は、恩恵をささげ合うことの前提となるも
のであり、人類を成長、発展させ、社会における権
力の行使という既成の構図を打破することのできる、

人間関係の幅を広げます。ささげ合うことは、単に
贈り物をすることと同じではありません。自分自身
を差し出してはじめてそう言えるのであって、単なる
財産や物の受け渡しではありません。そこには自ら
をささげることが含まれており、きずなを結びたい
という願いが伴っているからこそ、贈り物をすること

とは異なるのです。このように、ささげ合
うことは、何よりもまず互いに認め合うこ
とであり、社会的きずなにとって不可欠な
行いです。そこには、御子イエスの受肉と
聖霊の注ぎのうちに頂点に達する神の愛が
映し出されているのです。 
　人はだれもが貧しく、助けを求めており、
必要なものに事欠いています。生まれたと
きには、両親に世話してもらわなければ生き

ていけません。それと同様に、人生のあらゆる段階
や局面で、わたしたちは皆、他者を必要とし、助け
を求めずにはいられません。また、ある人や物の前
で自分の無力さを実感するという限界から逃れるこ
ともできません。こうしたことは、わたしたちが「被
造物」であることを表す特徴でもあります。この事実
を率直に認めることにより、わたしたちは謙虚さを
保ち、生きるうえで欠かせない徳である連帯を、勇
気をもって実践するよう促されます。 
　こうした認識は、個人のものであり共同体のもの
でもある善を見据えながら、責任をもって行動し、
他の人にも責任を負わせるよう、わたしたちを導き
ます。人が自分自身のことを、孤立した世界ではなく、
その本性上、他のすべての人と結ばれたものとして捉
え、本来は互いに「兄弟姉妹」だと感じるときには
じめて、共通善に基づく社会的連帯は可能になります。
自分は助けを必要とし、必要なものすべてを自分で
得られないからといって、気に病むことはありませ
ん。自分ひとりでは、自分の力だけでは、どんな限
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2019年「世界病者の日」教皇メッセージ（2019.2.11）

曜 午　　　前 午　　　後
1 金 セシリアコーラス9:30
2 土 ミサ10:00　掃除（蘭岳）
3 日 ミサ9:30　運営委員会
4 月 こっとん倶楽部　10:00 ロザリオの集い10:00
5 火
6 水 灰の水曜日 小学生英語クラス15:30
7 木
8 金
9 土 ミサ10:00　掃除（蘭岳）
10 日 集会祭儀9:30 壮年部女性部例会
11 月
12 火 恵愛歌のボランティア10:00
13 水 OPC10:00 小学生英語クラス15:30
14 木
15 金 セシリアコーラス9:30
16 土 ミサ10:00 　掃除（蘭岳） さくらカフェ開店日
17 日 ミサ9:30  黙想会（ライヤ師）
18 月
19 火
20 水 OPC10:00
21 木
22 金 お泊まり会
23 土 ミサ10:00  お泊まり会
24 日 集会祭儀9:30  ミニ大掃除 お泊まり会
25 月
26 火 恵愛歌のボランティア10:00
27 水 OPC10:00
28 木
29 金
30 土 ミサ10:00　掃除（蘭岳）
31 日 合同ミサ（東室蘭）　10:00 ブロック会議13:00

2019年3月　教会行事予定表

集会祭儀について

カトリック中央協議会のWebページにあった記事です。
３年後には正式に決まるのですから、急いでしおりを作
らなくてもいいのでは。

　 
このたび『司祭不在のときの主日の集会祭儀（試
用版）』が発行されました。この儀式書は、主日
に司祭が不在でミサをささげることができない場
合に、助祭、もしくは教区長によって任命された
信徒の司会者によって執り行われる集会祭儀で用
います。 

　各教区ではこれまで、典礼省（現典礼秘跡省）
が1988年6月に発表した「司祭不在のときの主日
の集会祭儀指針」に基づいて、独自に編集した儀
式書を用いて集会祭儀を実践してきました。今回
発行された儀式書は司教団によって認可され、全
国で共通に用いることができるものです。ただし、
司祭不在のときの主日の集会祭儀の実践の経験が
浅いことに鑑み、発行から向こう3年間にわ
たって試用した後、必要な修正を加えて
正式な儀式書として整える予定です。

https://www.cbcj.catholic.jp/publish/fuzai_saigi/
https://www.cbcj.catholic.jp/publish/fuzai_saigi/
https://www.cbcj.catholic.jp/publish/fuzai_saigi/
https://www.cbcj.catholic.jp/publish/fuzai_saigi/


2018年度第10回運営委員会 議事録

2019年２月3日㈰10:50～12:15 

　議事録１．は、開催日時は表題のとおりです。議事録３．は出席者名で省略します。 
３．報　告 
3.1 2・3月の予定 
　　　　２月　３日（日）　運営委員会（ミサ後） 
　　　　２月１０日（日）　壮年部、女性部例会 
　　　　２月１７日（日）　ザックバランの会 
　　　　２月２４日（日）　ミニ大掃除、臨時ブロック会議　１３：００　東室蘭教会 
　　　　３月　３日（日）　運営委員会（ミサ後） 
　　　　３月　６日（水）　灰の水曜日 
　　　　３月１０日（日）　壮年部、女性部例会 
　　　　３月１７日（日）　四旬節の黙想会 
　　　　３月２２日（金）　子供達のお泊り会（２４日まで） 
　　　　３月２４日（日）　復活祭前の大掃除 
　　　　３月３１日（日）　合同ミサ　於：東室蘭教会　１０：００ 
3.2 　その他 

　　　　　　　＊２０１８年度第４回ブロック会議(1/27東室蘭)の報告<議事録は別途> 
　　　　　　各教会の行事報告の後、次の事柄が議決された。 
　　　　　　・「小教区特別積立金の相互利用」に関する苫小牧地区運用試案は基本的に了解 
　　　　　　・宣教司牧評議会について、各教会が意見をまとめて万代さんに提出する 
　　　　　　・望洋台共同墓使用規定見直し審議結果 
　　　　　　　　イ　使用対象者を拡大する　　ロ　献金の処理は、財務を一本化して 
　　　　　　　　　　処理する（東室蘭担当）　ハ　使用申込は、常時受付ける 
　　　　　　　　ニ　墓誌名はプレートタイプを採用　ホ　この規定は、３年毎に見直す 
　　　　　　・「信徒大会」と「夏期学校」については、２／２４（日）臨時ブロック会議で 
　　　　　　　再審議する（於：東室蘭教会　１３：００）　　 
3.3 財務報告　　　２０１9年１月迄の報告在り、特に問題ない　 

4．議　事 
 　4.1 信徒大会について 
　　　　　　時期は10月、講師は勝谷司教様に依頼、テーマは司教様の年頭の書簡を熟読し、何回か勉強会を実 
　　　　　　施して決定する　　　 
　4.2 夏期学校について 
　　　　　　　・日程は（7/27～7/29）、２泊３日 

・内容の詳細は、順次ブロック会議で話合い決定する 
・若者の協力を極力依頼する（千葉神学生は協力決定）等 

　4.3 四旬節の黙想会について 
　　　　・日程は３／１７（日）ミサ後の講話、昼食（各自持参）昼食後第二講話 
　　　　・指導司祭は、ライヤ神父様から講師の司祭をお願いする 
　　　　・共同回心式は、４／７（日）ライヤ神父様が実施 
　4.4 子供達の春のお泊り会について（実施は決定） 
　　　　・日程は3/22（金）～3/24(日)、担当は後日依頼する 
　　　　・内容は、各協力者と別途協議する 
　　　　・案内は、早めに発送する 
　4.5 その他 
　　　　　　・三宅　由伎文さんと三宅　陽万里さんが、２／１７（日）に受洗する 
　　　　　　・毎週の土、日のミサ後の茶話会好評 
　　　　　　・ホールの天井灯を丸形ＬＥＤに交換検討 

　　　　 
５．司祭の予定 
5.1 ライヤ神父様の予定　 
　　　　3／25（月）～３／２７（水）　幼稚園の新任先生の研修会（札幌） 
5.2ミサ・集会祭儀の予定 
　　　　2/3 ライヤ師　2/10 集会　2/17 ライヤ師　2/24  集会　 
　　　　3/3 ライヤ師　3/10 集会　3/17 ライヤ師　3/24  集会　3/31 合同ミサ（東室蘭教会）

界も克服できないからです。恐れずにそのことを認め
ましょう。神はキリストのうちに自らへりくだり
（フィリピ2・8参照）、わたしたちを助け、わたし
たちの力では決して得られない善を与えるために、
わたしたちとその貧しさの上に身をかがめてくださっ
たのですから。 
　インドで厳かに式典が行われるにあたり、わたし
は貧しい人と病者への神の愛を目に見えるかたちで
示した、愛のわざの模範であるコルカタの聖マザー・
テレサの姿を、喜びと称賛のうちに思い起こしたい
と思います。彼女の列聖式で述べたように、「マ
ザー・テレサは全生涯にわたり、生まれる前のいの
ち、世間から見放され見捨てられたいのちといった、
人間のいのちを受け入れ守ることを通して、すべての
人が神のいつくしみを手にできるよう惜しみなく分
け与えました。……衰弱しきって死にかけている人
の前にかがみ、道の端に連れて行って死を迎えさせて
あげました。神がその人たちにお与えになった尊厳
を認めていたからです。彼女は、この世の権力者の前
で声を上げ、権力者自身が生み出す貧困という犯
罪……に対する彼らの責任を自覚させようとしまし
た。マザー・テレサにとっていつくしみは、彼女の
働きのすべてに味をつける『塩』であり、貧困と苦
しみのために涙も枯れ果てた人の闇を照らす『光』
でもありました。都市の周辺部と、実存的辺境に対
して彼女が行った宣教は、神が極限の貧困にあえぐ人々
に寄り添っておられることを雄弁に物語るあかしとし
て、今の時代にも生き続けています」（「列聖式ミ
サ説教」2016年9月4日） 
　聖マザー・テレサは、言語や文化、民族、宗教の
違いにかかわりなく、すべての人に無償の愛を示す
ことこそが、活動の唯一のよりどころであることを
教えてくれます。彼女の模範は、理解と優しさを求め
ている人々、とりわけ苦しんでいる人々のために、
喜びと希望の展望を切り開くよう、わたしたちを導
き続けます。 
　医療活動にとって極めて重要であり、よいサマリ
ア人の精神をあらゆる形で体現しているボランティア
の人々にとっては、無償であることこそが活動の原
動力です。患者の搬送や救護に従事しているボランティ
ア団体、さらには血液、組織、臓器提供のために尽
力しているボランティア団体に、わたしは感謝と励ま
しの意を表します。人々の間の意識を高め、予防を
充実させることも忘れてはなりませんが、教会がと
りわけ注目しているのは、病者の権利、とりわけ特

別な治療を要する患者の権利を擁護する活動です。
また、医療機関や在宅ケアでの皆さんのボランティ
ア活動は根本的に重要なものであり、保健衛生から
精神的サポートまで多岐にわたっています。その活動
は病者、孤立した人、高齢者、心やからだが衰弱し
ている人など、大勢の人々のために役立っています。
わたしは皆さんが、この世俗化した世界において教
会のしるしであり続けるよう願っています。ボランティ
アは、思いや感情を打ち明けることのできる公平無
私な友です。傾聴することを通して彼らは、治療され
る受動的な存在である病者を、相互の関係における
能動的な主体へと変えることができます。それにより
病者は希望を取り戻し、治療を受ける心構えをもて
るようになるのです。ボランティア活動は、「ささげ
る」というパン種を核心とする価値観、姿勢、生き
方を伝えています。それは、治療をより人間味あふれ
るものにする活動でもあります。 
　とりわけカトリック系の医療機関は、無償である
という側面によって推進されるべきです。その働きは
世界中、先進地域においても極貧地域においても、
福音の論理のもとに行われているからです。利益最優
先の論理、見返りを求める論理、人間を無視した搾
取の論理に対して、カトリック諸機関はささげるこ
と、無償であること、連帯することの意味を明らか
にするよう求められています。 
　利益優先の使い捨て文化を克服するために欠かせ
ない無償で与える文化を、あらゆる分野に広めるよ
う、わたしは皆さんに強く求めます。カトリック系
の医療機関は、利益優先主義に陥ることなく、収益
よりも人々への配慮を重んじるべきです。健康状態
は他者との関係に左右される相関的なものであり、
信頼関係と友情、連帯を必要とすることは言うまで
もありません。それは、分かち合ってはじめて「十
分に」味わうことのできる恵みです。無償で与える喜
びは、キリスト者の健康状態を示す指標なのです。 
　わたしは「病者の回復」であるマリアに、皆さん
をゆだねます。わたしたちが対話と相互受容の精神
のもとに受けたたまものを分かち合い、他者の必要
に心を配りながら兄弟姉妹として生き、寛大な心で
与えるすべを身につけ、私欲にとらわれずに奉仕する
喜びを知ることができるよう、マリアが助けてくだ
さいますように。わたしは祈りのうちに皆さんに寄
り添うことを約束し、心から使徒的祝福を送ります。 
バチカンより 
　


